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           ◆◇◆ゴミ拾い◆◇◆                                

 

 

■びっくりしています。 

 サッカーワールドカップ。 

日本のサポーターが試合後にスタジアムの 

ゴミを拾っていることに批判の声が 

出ていることに対して，です。 

批判しているのは外国のメディア，ではなく 

国内の識者，著名人からだからなおさらです。 

曰く，「清掃を業にしている人が失業してしまう」 

「日本の美徳は海外では凶暴でさえある」「ただの自己満足」…。 

 

■海外メディアからサポーターのゴミ拾いについて質問を受けた森保監督は， 

 

日本人にとっては当たり前のことかなと思っている。 

私自身，育成年代のとき，社会人のときにいろいろな方々から教育を受けたが， 

「帰るときは来たときよりも美しく」というのを教えられてきた。 

日本の文化として自分たちが使ったところはきれいにして帰るというのは 

当たり前で，常識かなと思う。 

 

と笑顔で答えておられました。 

その後，モロッコのサポーターやイランの 

サポーターが試合後にゴミ拾いをされている 

映像を目にしました。 

「来たときよりも美しく」 

この日本人の「当り前」が世界の当り前になる日が 

くること，そんなに遠くないかも知れません。 


